
第32回日本創外固定・骨延長学会
採択演題一覧

登録番号 セッション名 セッションテーマ 日程 時間 会場 演題番号 発表順番 症例報告 演題名

10000 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐22 1 ○ 大腿骨骨髄炎後の偽関節に対して創外固定を併用した1例

10001 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐27 6 感染性偽関節，骨髄炎に対する骨移動術の治療成績

10002 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐23 2 ○
骨再建,軟部組織再建,骨髄炎の治療を要する脛骨骨幹部骨折infected Gustilo

ⅢB の治療経験

10003 一般演題10 合併症 3月1日(金) 15:40 ～ 16:30 第4会場 1‐4‐07 1 ○
愛好する牧野牽引固定法後に脛骨骨幹部のピンサイト感染、骨髄炎、二次骨折で

治療に難渋した下肢外傷例

10004 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-13 2 糖尿病患者の下肢は創外固定でどの範囲まで救えるのか？　当グループでの小経験

10005 一般演題9 骨折7（その他） 3月1日(金) 18:05 ～ 18:50 第3会場 1‐3‐36 7 出張手術におけるリング型創外固定の手術成績

10006 一般演題2 小児 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第2会場 1‐2‐07 1 中足骨短縮症に対する創外固定を用いた仮骨延長術の満足度調査

10007 一般演題2 小児 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第2会場 1‐2‐08 2 ○ 先天性橈骨頭脱臼に対し創外固定治療を行った1例

10008 コメディカルセッション1 看護 3月1日(金) 14:50 ～ 15:35 第4会場 1‐4‐01 1 ○ イリザロフを装着した患者の転院調整に向けての取り組みと課題

10009 一般演題20 骨延長 3月2日(土) 13:30 ～ 14:25 第3会場 2‐3‐18 1 ○
開放骨延長法にて加療した骨・軟部組織欠損を有する下腿開放骨折術後感染の1

例

10010 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐24 3 ○
下腿GustiloⅢC後,早期軟部組織再建が行われず発症した骨髄炎に対しopen

bone transport法にて再建した症例

10011 一般演題8 骨折6（手） 3月1日(金) 16:50 ～ 18:05 第3会場 1‐3‐19 1 ○ 指基節骨基部MP関節内骨折に対して創外固定を併用した2例

10012 一般演題18 骨折8（足関節） 3月2日(土) 9:00 ～ 10:05 第3会場 2‐3‐01 1 ○ 足関節周囲骨折に対する一時的創外固定(牧野牽引)2例の治療経験

10014 一般演題10 合併症 3月1日(金) 15:40 ～ 16:30 第4会場 1‐4‐08 2 ○ 駆血操作に難渋した下肢多発外傷の1例

10015 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐16 1
下肢骨折に対し当日緊急で行った超音波ガイド下神経ブロックによるイリザロフ創外固

定

10016 一般演題12 高齢者の治療 3月2日(土) 10:30 ～ 11:05 第1会場 2‐1‐11 5 外来での超音波ガイド下ブロック麻酔によるIlizarov創外固定抜釘術の有用性

10017 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-14 3 関節リウマチ後足部病変に対する創外固定併用手術

10018 コメディカルセッション1 看護 3月1日(金) 14:50 ～ 15:35 第4会場 1‐4‐02 2 町立病院で行うイリザロフ創外固定ケアへの工夫
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10019 一般演題15 難治骨折 3月2日(土) 14:10  ～ 14:50 第2会場 2‐2‐16 1 ○ 脛骨骨幹部偽関節に対してイリザロフ創外固定を施行した一例

10020 一般演題18 骨折8（足関節） 3月2日(土) 9:00 ～ 10:05 第3会場 2‐3‐02 2 脛骨天蓋骨折に対してイリザロフ創外固定器を用いて治療を行った３例

10022 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-15 4 ○ 骨欠損を伴う下腿開放骨折GustiloⅢcをIlizarov創外固定で治療した1例

10023 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐17 2 ○ 前外側大腿皮弁を用いて治療したGustiloⅡ型下腿開放骨折の２例

10024 一般演題14 Microsurgery 3月2日(土) 13:30  ～ 14:10 第2会場 2‐2‐10 1 ○ 上腕骨近位軟骨肉腫に対して血管柄付き腓骨移植を用いて再建した１例

10025 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐04 4 ○ ギャラクシー創外固定器で初期治療を行った肘関節周囲開放骨折の2例

10026 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐18 3 ○ 右脛骨骨幹部開放骨折に左大腿骨頸部骨折を合併した1例

10027 一般演題7 骨折5（膝周辺） 3月1日(金) 15:50 ～ 16:45 第3会場 1‐3‐10 1 ○ 多発外傷創外固定後に生じた膝関節伸展拘縮の1例

10028 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐25 4 ○ 開放骨折の失敗症例を熟慮する

10029 一般演題4 骨折2（多発外傷） 3月1日(金) 17:15   ～ 18:05 第2会場 1‐2‐26 1 ○ 多発外傷創外固定後に早期離床を目指した１例

10030 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐19 4 ○ 骨短縮骨延長が有用であった土田分類2型の下腿開放性骨折の2症例

10031 一般演題7 骨折5（膝周辺） 3月1日(金) 15:50 ～ 16:45 第3会場 1‐3‐11 2 ○
脛骨顆間隆起骨折術後の脛骨近位部粉砕骨折に対しイリザロフ創外固定を用いた1

例

10032 一般演題18 骨折8（足関節） 3月2日(土) 9:00 ～ 10:05 第3会場 2‐3‐03 3 ○ 脛骨髄内釘留置のまま足関節骨折に対しイリザロフ創外固定を用いた1例

10033 コメディカルセッション1 看護 3月1日(金) 14:50 ～ 15:35 第4会場 1‐4‐03 3 看護師によるロッド処置の取り組み

10034 一般演題13 変形矯正・足関節 3月2日(土) 15:10 ～ 16:10 第1会場 2‐1‐19 2 創外固定を用いて矯正した多発性外骨腫による足関節の外反変形の小経験

10035 一般演題5
骨折3（インプラント周囲骨

折・骨盤）
3月1日(金) 18:10 ～ 18:45 第2会場 1‐2‐33 1 ○

ステム付き人工膝関節置換後にインプラント周囲骨折を生じ、イリザロフ創外固定で治

癒しえた１例

10036 一般演題21 変形矯正 3月2日(土) 14:30 ～ 15:15 第3会場 2‐3‐26 1 ○
Fibrous dysplasia(FD)による高度下肢変形に対し内固定と創外固定を駆使した

二期的変形矯正で加療した1例

10037 一般演題16 感染2 3月2日(土) 14:55  ～ 15:35 第2会場 2‐2‐26 5 ○
マイクロサージャリーと創外固定にて患肢温存し10年後に変形矯正をおこなった重度下

腿開放骨折の一例
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10038 一般演題10 合併症 3月1日(金) 15:40 ～ 16:30 第4会場 1‐4‐09 3 Ilizarov創外固定装着時の血液データの推移

10039 一般演題18 骨折8（足関節） 3月2日(土) 9:00 ～ 10:05 第3会場 2‐3‐04 4 ○ 脛骨遠位端AO43C‐3(Pilon) 骨折に対しjoint distractionが効果的であった１例

10040 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐20 5 下肢外傷に対する超音波ガイド下神経ブロックを用いた牧野式牽引固定法

10041 一般演題8 骨折6（手） 3月1日(金) 16:50 ～ 18:05 第3会場 1‐3‐20 2 手指骨骨折に対する注射針キャップを用いた創外固定法

10042 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-12 1 足関節固定術におけるスクリュー固定とイリザロフ創外固定の比較検討

10043 一般演題4 骨折2（多発外傷） 3月1日(金) 17:15   ～ 18:05 第2会場 1‐2‐27 2 当科における創外固定による骨折治療例の検討

10044 一般演題11 感染1・その他 3月1日(金) 16:40 ～ 17:40 第4会場 1-4-23 9 ○ i‐MAPを併用した犬咬傷による開放骨折GustiloⅢBの1症例

10045 一般演題12 高齢者の治療 3月2日(土) 10:30 ～ 11:05 第1会場 2‐1‐08 2 ○ 人工膝関節後大腿骨インプラント周囲骨折にイリザロフ創外固定が有用であった1例

10046 一般演題7 骨折5（膝周辺） 3月1日(金) 15:50 ～ 16:45 第3会場 1‐3‐12 3 ○
保存治療では治療困難のためイリザロフ創外固定を用いて治療した膝関節周辺骨折

の2例

10047 一般演題19 骨延長小児 3月2日(土) 10:10 ～ 10:55 第3会場 2‐3‐11 1 ○
尺骨遠位骨端線早期閉鎖による尺骨の成長障害に対し創外固定による延長を行っ

た1例

10048 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐02 2 上肢モジュラー型創外固定器の使用経験

10050 一般演題13 変形矯正・足関節 3月2日(土) 15:10 ～ 16:10 第1会場 2‐1‐20 3 ○
広範囲下肢デグロービング損傷後遺症による足関節尖足位固定術後症例に対してイ

リザロフ創外固定器を用いた再手術を行った1例

10051 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-16 5 ○
5歳時の交通事故後遺による重度足関節変形に対してアライメント矯正に苦慮した足

関節固定術（中空裸子使用）を施行した1例

10052 一般演題20 骨延長 3月2日(土) 13:30 ～ 14:25 第3会場 2‐3‐19 2 ○ 外傷後足部短断端に対する断端延長術

10053 一般演題10 合併症 3月1日(金) 15:40 ～ 16:30 第4会場 1‐4‐10 4 ○ 体外式脊椎固定術におけるPin site troubleの一例

10054 一般演題15 難治骨折 3月2日(土) 14:10  ～ 14:50 第2会場 2‐2‐17 2 ○
MATILDA法術後に遷延癒合となり追加手術を要した喫煙、大量飲酒歴を有する

Pilon骨折の一例

10055 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐21 6
Gustilo ⅢB下腿開放骨折に対し、脚短縮＋イリザロフによる脚延長により治療を

行った3例

10056 一般演題14 Microsurgery 3月2日(土) 13:30  ～ 14:10 第2会場 2‐2‐11 2 軟部組織再建が必要な重度四肢外傷手術における創外固定の利便性
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10057 一般演題9 骨折7（その他） 3月1日(金) 18:05 ～ 18:50 第3会場 1‐3‐30 1 ○ 開放性踵骨・足根関節骨脱臼骨折の治療経験

10058 一般演題8 骨折6（手） 3月1日(金) 16:50 ～ 18:05 第3会場 1‐3‐21 3 新しい創外固定（Ichi‐Fixator System）による手部骨折治療の現状と未来

10059 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐08 8 ○ 橈骨遠位端骨折術後のインプラント周辺骨折にharf ringを用いて治療を行った１例

10060 一般演題15 難治骨折 3月2日(土) 14:10  ～ 14:50 第2会場 2‐2‐18 3 ○
神経梅毒により脛骨高原骨折、足部Charcot関節症、大腿骨頚部骨折が生じたと

考えられた一例

10061 一般演題22 骨・軟部再建 3月2日(土) 15:20 ～ 16:00 第3会場 2‐3‐37 5 bone transport中の皮膚トラブルは皮下ワイヤーで防げる

10062 一般演題19 骨延長小児 3月2日(土) 10:10 ～ 10:55 第3会場 2‐3‐12 2 骨延長術後の腓骨長とアライメント

10063 一般演題22 骨・軟部再建 3月2日(土) 15:20 ～ 16:00 第3会場 2‐3‐38 6 ○ 皮膚欠損に対し変形により閉創しえた下腿開放骨折の1例

10064 一般演題13 変形矯正・足関節 3月2日(土) 15:10 ～ 16:10 第1会場 2‐1‐21 4 ○ 悪性軟部腫瘍切除後の脚長差と足部変形に対し創外固定による矯正を行った1例

10066 一般演題13 変形矯正・足関節 3月2日(土) 15:10 ～ 16:10 第1会場 2‐1‐22 5 ○
変形性足関節症stage IIIbに対してDistal Tibial Oblique Osteotomy

(DTOO) を行い術後良好な社会復帰を果たした一例

10067 一般演題17 感染3 3月2日(土) 15:35  ～ 16:10 第2会場 2‐2‐28 1 ○
脛骨骨幹部開放骨折後の感染性偽関節に対して、iMAPを併用して一期的内固定

と遊離皮弁で治療した一例

10068 一般演題10 合併症 3月1日(金) 15:40 ～ 16:30 第4会場 1‐4‐11 5 ○ 延長中にリスフラン関節脱臼が見られた中足骨短縮症の1例

10069 一般演題17 感染3 3月2日(土) 15:35  ～ 16:10 第2会場 2‐2‐29 2 ○ 治療に難渋した脛骨感染性偽関節の1例

10071 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐09 9 ○ Bridging創外固定除去後に再転位を来たした橈骨遠位端粉砕開放骨折の一例

10072 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-17 6 Charcot関節における適切な手術時期

10073 一般演題5
骨折3（インプラント周囲骨

折・骨盤）
3月1日(金) 18:10 ～ 18:45 第2会場 1‐2‐34 2 TKA周囲骨折おけるイリザロフ創外固定の有用性

10074 一般演題18 骨折8（足関節） 3月2日(土) 9:00 ～ 10:05 第3会場 2‐3‐05 5 ○ 腓骨骨折を伴わない脛骨天蓋骨折の治療経験

10075 一般演題2 小児 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第2会場 1‐2‐09 3 就学期の脚延長におけるQOLの検討

10076 一般演題9 骨折7（その他） 3月1日(金) 18:05 ～ 18:50 第3会場 1‐3‐31 2 ○ 足舟状骨粉砕骨折に対して創外固定を行った1例
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10077 一般演題23 新しい工夫1 3月2日(土) 9:00 ～ 9:50 第4会場 2‐4‐03 3 確実なHigh route 骨盤創外固定設置のための我々の工夫

10078 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐22 7 ○ 片麻痺患者の下腿骨折に対してイリザロフ創外固定を使用した1例

10079 一般演題23 新しい工夫1 3月2日(土) 9:00 ～ 9:50 第4会場 2‐4‐04 4 Hybrid‐ERを使用した四肢・骨盤骨折に対する緊急創外固定の現状

10080 一般演題20 骨延長 3月2日(土) 13:30 ～ 14:25 第3会場 2‐3‐20 3 手指外傷切断に対する仮骨延長法

10081 コメディカルセッション1 看護 3月1日(金) 14:50 ～ 15:35 第4会場 1‐4‐04 4
後方支援施設における創外固定患者の下肢洗浄・下肢の観察・ケアについての現状

と連携の課題

10082 一般演題1 難治性病態 3月1日(金) 18:00 ～ 18:50 第1会場 1-1-18 7 ○ 重症熱傷患者に対する尖足矯正の経験

10083 一般演題3 骨折1（下肢） 3月1日(金) 15:55 ～ 17:00 第2会場 1‐2‐23 8 ○ 重度下腿開放骨折の骨再建に対する髄内釘併用骨移動術の報告

10084 一般演題2 小児 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第2会場 1‐2‐10 4
先天性下腿偽関節症血管柄付き腓骨移植術におけるイリザロフ式創外固定器の有

用性

10085 一般演題15 難治骨折 3月2日(土) 14:10  ～ 14:50 第2会場 2‐2‐19 4 ○ 複数回手術を要した上腕骨遠位開放性骨折後の難治性偽関節の１例

10086 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐01 1 小さな上腕骨遠位骨片に対するハーフピン刺入法の工夫

10087 一般演題23 新しい工夫1 3月2日(土) 9:00 ～ 9:50 第4会場 2‐4‐01 1 創外固定ワイヤー刺入後の熱性骨壊死に対するCTを用いた新しい評価法

10088 一般演題23 新しい工夫1 3月2日(土) 9:00 ～ 9:50 第4会場 2‐4‐02 2 新しいTL‐HEX矯正プログラムソフトHexRay, 従来法との比較

10089 一般演題4 骨折2（多発外傷） 3月1日(金) 17:15   ～ 18:05 第2会場 1‐2‐28 3 ○ 治療に難渋した両大腿骨骨折、右脛骨近位部開放性粉砕骨折の1例

10090 一般演題7 骨折5（膝周辺） 3月1日(金) 15:50 ～ 16:45 第3会場 1‐3‐13 4 ○
骨欠損を伴う大腿骨遠位部開放性粉砕骨折に対するプレート固定を施行した一例

－術中リング型創外固定併用－

10091 一般演題20 骨延長 3月2日(土) 13:30 ～ 14:25 第3会場 2‐3‐21 4 ○ 大腿骨の片側を延長し反対側を短縮して脚長不等を一期的に補正した一例

10092 一般演題19 骨延長小児 3月2日(土) 10:10 ～ 10:55 第3会場 2‐3‐13 3 ○ 尺骨遠位端骨折後の骨端線早期閉鎖に対して尺骨延長術を施行した2例

10093 一般演題4 骨折2（多発外傷） 3月1日(金) 17:15   ～ 18:05 第2会場 1‐2‐29 4 ヘキサポッド創外固定器オルソ・スーフ・フレームによる骨折の治療経験

10095 一般演題21 変形矯正 3月2日(土) 14:30 ～ 15:15 第3会場 2‐3‐27 2 ○
思春期型Blount病による脚長差を伴う下肢内反変形に対して、OF Garchesモデル

を用いて治療した1例
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10097 一般演題12 高齢者の治療 3月2日(土) 10:30 ～ 11:05 第1会場 2‐1‐09 3 ○
重篤な合併症を有する超高齢者の脛骨遠位骨幹部骨折に対しイリザロフ創外固定で

治療した1例

10098 一般演題6 骨折4（上肢） 3月1日(金) 14:50 ～ 15:50 第3会場 1‐3‐07 7 橈骨遠位端骨折に対するロッキングプレート+創外固定の治療経験

10099 一般演題7 骨折5（膝周辺） 3月1日(金) 15:50 ～ 16:45 第3会場 1‐3‐14 5 ○
大腿骨GⅢbに対し血管柄付き腓骨移植をしたが初期アライメント不良のため治療に

難渋した１例

10100 一般演題12 高齢者の治療 3月2日(土) 10:30 ～ 11:05 第1会場 2‐1‐10 4 ○ 創外固定器で整復維持ができなかった高齢者橈骨遠位端骨折の一例


